
次号予告 Vol.71 No.11（11月号)

特集●超高齢社会の地域医療制度の展望
超高齢社会の地域医療制度の展望 日本医師会長 唐澤 祥人

超高齢社会に向けた医療制度ビジョン 更生労働省総括審議官 宮島 俊彦

超高齢社会における地域医療を担う医師生涯教育制度の確立 (独)国立病院機構理事長 矢崎 義雄

超高齢社会における地域医療制度の発展─医療保険者への新たな役割と期待
東北大学大学院医療管理学教授 濃沼 信夫

包括医療をめざす公立病院の現状と課題─尾道公立みつぎ総合病院の現状を中心として
公立みつぎ総合病院病院事業管理者 山口 昇

地域におけるチームケアの課題─看護職の立場から 元日本看護協会常任理事 山崎 摩耶

わが国の地域プライマリケア体制の構築 慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教室教授 池上 直己

●視点

大阪から，公衆衛生の古くて新しい風を─たかが保健所，されど保健所 大阪府健康福祉部医療監 髙山 佳洋

●特別寄稿

米国におけるパブリックヘルス─鍼灸師の視点から(上) 米国鍼灸師 中野佐智子
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編集室通信

マイケル・ムーア監督の話題作「シッコ」，
面白かったです！公衆衛生に携わる方々，
特に医療政策に関わる方々には是非ご覧い
ただきたい．そこにはアメリカ医療が利益を
追求する民間保険会社によってコントロール
されていて，お金のない弱者は切り捨てられ
ていく姿が映し出されていました．アメリカ医
療の欠陥を見て，医療において本当に大切
なことは何か考えました．人の健康やいのち
は，誰もが平等に維持すべき，真に大切なも
の．ここに何者かにコントロールされ経済的
格差が生まれるとしたら，システムのほうが間
違っている．映画ではカナダ，イギリス，フラ
ンス，キューバの医療事情も紹介されてお
り，今改めて日本という国に合った医療制度
を問い直したいです． (野中)

(担当/野中・天野)
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最高気温記録(従来は山形市の 40.8℃)が，74 年ぶり
に更新された今夏．それでも暑かった山形での実話を1
つ．某病院から「入院患者から検出された菌が多剤耐性
結核菌(3 種病原体)と判明した．感染症法の改正に伴
い，当院では管理できないので，滅菌廃棄していいです
ね」という話が保健所にありました．廃棄されては困るの
で，保健所から相談を受けた衛生研究所が，菌の譲渡の
受け入れを決定．ところが，車で 20 分の距離の菌の運
搬でも，法令順守(運搬経路等の詳細に関する公安委員
会への届出など)には予想以上の苦労がありました．さら
に，感染経路等の究明のため，菌株を抗酸菌レファレンス
センター(結核研究所)に送付しようと考えましたが，法令順
守の方法で輸送するには1 回で15 万円以上の経費が必
要とわかり，その執行は保留…．

結核予防法を統合し，さらにテロ対策との関連で病原
微生物等の適正管理に関する規定を新設した改正感染症
法が，今年度から施行されました．しかし，本特集内で倉
田先生がご指摘のように，病原微生物の管理規制の強化
を感染症対策の推進に関する法律の枠内で進めるにあた
っての弊害(例：病原体サーベイランスに支障)が心配され
ておりました．それを現実のものとして体験した夏でした．
WHO事務局でご活躍の中谷先生によれば，感染症対
策を含めた国際保健分野では大きな地殻変動が起きてい
るとのことですが，国内の地殻変動も相当なものです．
今回の特集が，結核の制圧や感染症の危機管理体制

の強化に向けて，「誰が？」「何をすべきか？」を考えるた
めの参考になれば幸いです．

(阿彦忠之)
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